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概  要 

 

スクリーンオフセット印刷とは、シリコーンブランケット上に一度印刷し、

その後転写体にブランケットを押し付け転写させる印刷法である。シリコーン

ブランケット上でペーストに含まれる溶媒の吸収が行われるため、ペーストは

半固体状態となり、転写する際に形状を崩さず転写ができるというメリットを

有している。そのため、断面矩形性の高い印刷が可能となる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のスクリーン印刷は、版から紙などの被印刷体へ直接ペーストを押し出

すことで印刷を行うため、ペーストが液体状態のまま被印刷体に付着する。そ

のため、「にじみ」や「パターンの崩れ」といった問題が発生する。それに対

し、スクリーンオフセット印刷では、半固体状態でペーストを転写するため、

表面の凹凸にも対応し、明瞭なパターンを印刷できる。 

本技術の 

有用性 

スクリーンオフセット印刷は、前述のように表面凹凸がある材料への印刷も

可能である。そのため、和紙や不織布といった表面の凹凸が激しく、水分を吸

収しやすい特徴を持った材料にも適応できる。水分を吸収する材質のものは、

版離れが悪くなる傾向が強く、印刷が困難となるため、スクリーンオフセット

印刷での印刷が望ましい。 
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適用可能製品 紙製品、プラスチックフィルム製品、各種印刷物 
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